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飛騨高山特集

祭り、温泉、桜…見どころ満載

ト
ピ
ッ
ク

ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン

㌔と㌔走破
国内屈指のコース

エイドも楽しみ

高
山
祭（
山
王
祭
）

ト
ピ
ッ
ク

古
い
町
並
を

着
物
で
散
策

手軽に利用できる
４月日から催し

３時間円

無
形
文
化
遺
産
を
堪
能

４
月

、

日
に
開
催

春
を
彩
る
桜

天然記念物
咲き誇る

枝垂れ桜も多く

増
え
る
外
国
人
客

（６）第２９３３号 第３種郵便物認可 ２０１８年（平成３０年）４月７日（土曜日）

見
事
な
枝
ぶ
り
の
臥
龍
桜（
左
）

は
国
指
定
の
天
然
記
念
物
。
荘

川
桜
（
上
）
は
県
指
定
だ

　
　
　
夜
祭
の
屋
台
は
幻
想
的
な
ム
ー
ド
を
醸
し
出
す

　
　
　
中
橋
を
渡
る
屋
台
。
圧
巻
の
美
し
さ
だ

　　　年々増える外国人観光客 　　飛騨高山の風情は着物にピッタリ

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
が
味
わ

え
る
興
奮
と
感
動
―
―
６
月


日
、
第
７
回
「
飛
騨
高
山
ウ
ル
ト

ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
る
。

日
本
一
広
い
面
積
を
誇
る
高
山
市

を
駆
け
巡
る
だ
け
あ
っ
て
、
国
内

屈
指
の
タ
フ
な
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
距
離
、
何
と

１
０
０
㌔
と

㌔
。

　

㌔
は
ビ
ギ
ナ
ー
向
け
、
１
０

０
㌔
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
向
け
。
参

加
料
は
１
０
０
㌔
が
１
万
９
千

円
、

㌔
は
１
万
５
千
円
で
、
そ

れ
ぞ
れ
２
５
０
０
人
、
千
人
を
募

集
す
る
。
参
加
賞
と
し
て
大
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
完
走
者
に

は
完
走
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
る
。

　
伝
統
息
づ
く
古
い
町
並
や
自
然

豊
か
な
乗
鞍
岳
を
望
む
コ
ー
ス
を

走
る
の
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け

に
与
え
ら
れ
た
特
権
。
地
元
ス
タ

ッ
フ
の
お
も
て
な
し
と
飛
騨
牛
な

ど
地
元
特
産
品
を
堪
能
で
き
る
エ

イ
ド
も
楽
し
み
の
一
つ
。

　
参
加
資
格
は
大
会
当
日
に

歳

以
上
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
経
験

の
あ
る
健
康
な
男
女
。ち
な
み
に
、

第
６
回
の
１
０
０
㌔
の
部
の
優
勝

者
タ
イ
ム
は
、
男
子
が
７
時
間


分

秒
、
女
子
は
８
時
間

分


秒
だ
っ
た
。

　
な
お
、
大
会
参
加
料
の
一
部
は

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
を
通
じ

て
世
界
遺
産
の
保
護
保
全
に
寄
付

さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
大
会
事

務
局
、
☎
０
１
２
０
（
８
４
６
）

０
２
４
。

　
飛
騨
高
山
の
春
を
彩
る
の
が

桜
。
国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
臥

龍
桜
」
（
一
之
宮
町
）
や
県
指
定

天
然
記
念
物
の
「
荘
川
桜
」
（
荘

川
町
中
野
）
な
ど
見
ご
た
え
の
あ

る
桜
が
少
な
く
な
い
。

　
臥
龍
桜
は
樹
齢
１
１
０
０
年
余

の
巨
木
。
そ
の
名
の
通
り
、
龍
が

臥
し
た
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
。

も
と
も
と
は
１
本
の
桜
だ
っ
た

が
、
昭
和
初
期
に
伸
び
た
大
枝
が

そ
の
重
み
で
地
面
に
つ
き
、
そ
こ

か
ら
発
根
・
独
立
し
、
現
在
の
姿

に
な
っ
た
。

　
一
時
は
台
風
な
ど
の
被
害
に
よ

り
枯
れ
死
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
大
規
模
な
保
護
、
修
復
を
行

っ
た
結
果
、
現
在
は
樹
勢
も
回
復

し
、
毎
年
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
４
月
中
～
下
旬

に
は
桜
ま
つ
り
も
行
わ
れ
る
。

　
荘
川
桜
も
見
事
な
花
を
咲
か

せ
、
満
開
か
ら
３
日
間
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
桜
の
美
し
さ
が

際
立
つ
。
見
ご
ろ
は
４
月
下
旬
か

ら
５
月
上
旬
。

　
清
見
町
大
谷
の
西
光
寺
境
内
に

あ
る
桜
は
県
下
で
も
珍
し
い
枝
垂

れ
桜
の
巨
木
。
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の

変
種
と
い
わ
れ
、
地
表
に
覆
い
か

ぶ
さ
る
よ
う
に
咲
く
。
見
ご
ろ
は

４
月
下
旬
～
５
月
上
旬
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
・
中
橋
周
辺

の
桜
、
朝
日
町
青
屋
の
青
屋
神
明

神
社
の
枝
垂
れ
桜
な
ど
、
見
逃
せ

な
い
桜
の
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
ち
こ
ち

に
点
在
し
て
い
る
。

　
飛
騨
高
山
と
い
え
ば
、
ま
ず
思

い
浮
か
ぶ
の
が
春
と
秋
に
行
わ
れ

る
「
高
山
祭
」
。
江
戸
時
代
か
ら

脈
々
と
続
き
、
４
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
。
京
都
の
祇
園
祭
、

埼
玉
・
秩
父
の
秩
父
夜
祭
と
並
ぶ

日
本
三
大
美
祭
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
、
屋
台
の
豪
華
絢
爛
さ
が
観

光
客
の
心
を
捉
え
る
。

　
そ
の
高
山
祭
の
屋
台
行
事
が
２

０
１
６
年

月
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
無
形

文
化
遺
産
（
山

・
鉾
・
屋
台
行

事
）
に
登
録
さ

れ
た
。
飛
騨
高

山
観
光
の
大
き

な
エ
ポ
ッ
ク
メ

イ
キ
ン
グ
と
な
っ
た
。

　
高
山
祭
の
う
ち
、
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
の
が
「
山
王
祭
」
で
、
旧

高
山
城
下
町
の
南
半
分
の
氏
神
様

で
あ
る
日
枝
神
社
（
山
王
様
）
の

例
祭
を
い
う
。
毎
年
４
月

、


日
に
行
わ
れ
る
。
豪
華
絢
爛
な
屋

台

台
が
安
川
通
り
の
南
側
・
上

町
に
曳
き
揃
え
ら
れ
、
「
動
く
陽

明
門
」
と
い
わ
れ
る
見
事
な
姿
を

披
露
す
る
。

　
特
に
、
宮
川
に
架
か
る
赤
色
の

中
橋
を
ゆ
っ
く
り
と
わ
た
る
様
は

側
に
あ
る
満
開
の
桜
と
も
相
ま
っ

て
息
を
の
む
ほ
ど
美
し
い
。

　
３
台
の
屋
台
に
よ
る
か
ら
く
り

奉
納
は
、
人
形
の
劇
的
な
変
化
や

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
が
素

晴
ら
し
い
。
ま
た
、

日
の
夜
祭

は
お
よ
そ
１
０
０
個
の
提
灯
を
つ

け
た

台
の
屋
台
が
町
を
巡
り
、

宵
闇
に
浮
か
ぶ
姿
は
幻
想
的
だ
。

　
ち
な
み
に
、
秋
の
高
山
祭
（
八

幡
祭
）
は
北
半
分
の
氏
神
様
で
あ

る
桜
山
八
幡
宮
の
例
祭
。
実
り
の

秋
に
感
謝
し
て
毎
年

月
９
、


日
に
開
催
さ
れ
る
。

台
の
屋
台

が
登
場
し
、
布
袋
台
に
よ
る
か
ら

く
り
奉
納
が
見
も
の
。
布
袋
台
は

９
人
が
計

本
の
綾
（
糸
）
を
操

り
、
繊
細
な
演
技
を
披
露
す
る
。

技
の
難
度
は
春
秋
計
４
台
の
か
ら

く
り
の
中
で
最

高
難
度
と
か
。

　
昨
年
４
月
に

は
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産

登
録
を
記
念

し
、
屋
台
の
総
曳
き
揃
え
が
行
わ

れ
た
。

　
山
王
祭
と
八
幡
祭
に
出
さ
れ
る

計

台
の
屋
台
が
同
じ
場
所
に
揃

う「

年
ぶ
り
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
」

（
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
）
で
、
観
光
客
の
テ
ン

シ
ョ
ン
も
上
が
っ
た
。

　
飛
騨
高
山
は
、
江
戸
時
代
後
期

か
ら
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
町

家
が
多
く
残
る
。
市
内
中
心
部
に

あ
る
古
い
町
並
は
し
っ
と
り
と
し

た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
着
物
姿

に
よ
く
な
じ
む
。

　
４
月

日
～
５
月

日
に
は

「
飛
騨
高
山
き
も
の
さ
ん
ぽ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
期

間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
開
催
さ

れ
、
裃
や
着
物
、
着
付
け
に
必
要

な
小
物
一
式
を
貸
し
出
す
。
も
ち

ろ
ん
、
着
付
け
も
す
る
の
で
気
軽

に
利
用
で
き
る
。
子
ど
も
用
も
あ

り
、
親
子
で
体
験
で
き
る
の
が
う

れ
し
い
。

　
料
金
は
１
人
３
時
間
３
千
円

（

分
増
す
ご
と
に
５
０
０
円
）。

記
念
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ほ

か
、
市
内
の
観
光
施
設
に
割
り
引

き
、
ま
た
は
無
料
で
入
館
で
き
る

通
行
手
形
も
貸
し
出
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
飛
騨
・
高
山
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
☎
０

５
７
７
（
３
６
）
１
０
１
１
。

　
飛
騨
高
山
を
中
心
と
し
た
周
辺

地
域
に
は
白
川
郷
や
石
川
県
の
金

沢
、
富
山
県
の
五
箇
山
な
ど
古
き

良
き
日
本
を
伝
え
る
歴
史
的
建
造

物
や
、
自
然
、
伝
統
工
芸
、
食
文

化
な
ど
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
は
国
際
的
に
も

評
価
が
高
い
。
五
箇
山
と
白
川
郷

の
合
掌
造
り
集
落
は
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
久
し
い

が
、
２
０
１
６
年

月
に
は
飛
騨

高
山
の
屋
台
行
事
（
高
山
祭
）
も

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
、
俄
然
注
目
を
集
め
た
。
当

然
、
外
国
人
も
関
心
を
示
し
、
飛

騨
高
山
を
訪
れ
る
旅
行
者
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
高
山
市
に
よ
る
と
、

年
の
外

国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年
比


・
３
％
増
の

万
３
４
７
９
人
と

な
り
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

無
形
文
化
遺
産
効
果
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
積
極
的
な
誘
致
、
フ
リ

ー
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
な
ど
受
け
入
れ
態

勢
の
整
備
で
、
外
国
人
旅
行
者
も

ス
ト
レ
ス
な
く
快
適
な
旅
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
成
果
が
表
れ
て

い
る
。

　
最
も
多
い
の
は
台
湾
で
、

年

は

万
９
２
１
６
人
（
前
年
比


・
６
％
増
）
が
飛
騨
高
山
を
訪
れ

た
。
こ
れ
に
香
港
の
６
万
２
９
４

０
人
（
同
８
・
４
％
増
）
、
中
国

の
３
万
８
６
０
６
人
（
同

・
９

％
増
）
が
続
く
。

　
伸
び
率
が
高
い
の
が
イ
ン
ド

で
、

年
は
２
２
５
２
人
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、

年
は
５
５
２
２

人
と
倍
以
上
増
え
た
。
ア
フ
リ
カ

も
高
い
伸
び
に
。

　
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
が
占
め

る
割
合
が
高
く
、

・
４
％
と
な

っ
て
い
る
。

　
月
別
に
み
る
と
、

年
は
４
月

（
７
万
６
７
８
４
人
）
と

月

（
５
万
６
８
２
８
人
）
が
多
い
。

高
山
祭
の
開
催
に
加
え
、
季
節
的

に
過
ご
し
や
す
さ
も
要
因
の
一
つ

の
よ
う
だ
。
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飛騨高山観光に新しい息吹

ト
ピ
ッ
ク

山
岳
観
光
道
路

自
転
車
で
走
破

サ
イ
ク
ル
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

平均勾配７％強
７月８日に開催

参加は中学生以上

飛騨高山の
現状と課題


年
の
観
光
入
り
込
み
は
過
去
最
高

奥
飛
騨
温
泉
郷
活
性
化
に
尽
力

Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録
な
ど
協
会
機
能
充
実

飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
　
堀
　

則
会
長
に
聞
く

中
部
山
岳
国
立
公
園
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ト
ピ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

５
月
に
イ
ベ
ン
ト

平
湯
温
泉
一
帯
で
実
施

自
然
と
食
と
温
泉
堪
能

奥
飛
騨
温
泉
郷

雄大な山岳風景
５温泉地点在

超の露天風呂

宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」

５カ年計画で整備
貴重な観光資源を生かす

知る・創る・伝えるを鍵に

飛騨高山特集

（７） 第２９３３号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）４月７日（土曜日）

　
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
古
い
町
並
が
人
々
の
心
を
惹
き
つ
け
る

飛
騨
高
山
（
岐
阜
県
高
山
市
）
。
４
月
中
旬
に
は
春
の
風
物
詩
「
高

山
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
。
高
山
祭
の
屋

台
行
事
は
ユ
ネ
ス
コ
が
登
録
す
る
無
形
文
化
遺
産
で
あ
り
、
外
国
人

旅
行
者
も
注
目
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
飛
騨
高
山

の
春
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

雄大な景色を間近に感じる新穂高ロープウェイ

　新穂高の湯

　ドライブに最適な乗鞍スカイライン

　
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）
の

南
端
、
高
山
市
と
長
野
県
松
本
市

に
ま
た
が
る
乗
鞍
岳
。
標
高
３
０

２
６
㍍
の
剣
ケ
峰
を
主
峰
と
す
る


の
峰
、
七
つ
の
湖
、
八
つ
の
平

原
が
あ
り
、
壮
大
な
山
岳
風
景
を

形
成
し
て
い
る
。

　
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
高
山
市

側
か
ら
乗
鞍
畳
平
を
つ
な
ぐ
山
岳

観
光
道
路
。
こ
こ
を
自
転
車
で
一

気
に
走
破
し
よ
う
と
い
う
の
が

「
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
　
サ
イ
ク

ル
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」
だ
。

回
目

と
な
る
今
回
は
７
月
８
日
に
実
施

さ
れ
る
。

　
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
山
頂

は
、
自
転
車
で
登
れ
る
場
所
と
し

て
は
日
本
で
一
番
高
い
場
所
に
な

る
。
ス
タ
ー
ト
地
点
は
標
高
１
３

６
０
㍍
の
殿
下
平
総
合
交
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
山
頂
の
ゴ
ー
ル
地
点
は

標
高
２
７
０
２
㍍
。
そ
の
距
離
は

約

・
４
㌔
で
、
平
均
勾
配
約
７

・
２
％
。
ハ
ー
ド
な
坂
が
ヒ
ル
ク

ラ
イ
マ
ー
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が

り
、
闘
争
心
に
火
を
つ
け
る
。

　
参
加
資
格
は
コ
ー
ス
を
競
技
時

間
内
で
完
走
で
き
る
自
信
が
あ

る
、中
学
生
以
上
の
健
康
な
男
女
。

定
員
は
先
着
１
５
０
０
人
。
参
加

料
（

歳
以
上
、
高
校
生
除
く
）

は
６
５
０
０
円
か
ら
、
高
校
生
以

下
は
５
千
円
か
ら
。

　
参
加
申
し
込
み
は
５
月

日
ま

で
。
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
、
☎

０
５
８
（
２
６
４
）
１
１
５
９
。

　
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）
の

麓
に
広
が
る
奥
飛
騨
温
泉
郷
は
、

平
湯
、
福
地
、
新
平
湯
、
栃
尾
、

新
穂
高
の
五
つ
の
温
泉
地
の
総
称

だ
。
高
山
か
ら
バ
ス
で
約
１
時
間

の
距
離
に
あ
る
。
湯
量
豊
富
で
、

露
天
風
呂
は
大
小
合
わ
せ
て
１
０

０
カ
所
以
上
あ
り
、
そ
の
数
日
本

一
と
い
わ
れ
る
。

　
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
上
高

地
、
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
な
ど
日

本
屈
指
の
山
岳
景
勝
地
も
近
く
、

雄
大
な
自
然
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
平
湯
温
泉
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
の

中
で
一
番
古
く
か
ら
あ
る
温
泉
地

で
、
岐
阜
県
と
長
野
県
を
結
ぶ
安

房
ト
ン
ネ
ル
の
岐
阜
県
側
の
玄
関

口
に
位
置
す
る
。
戦
国
時
代
、
武

田
信
玄
の
兵
た
ち
が
飛
騨
に
攻
め

入
っ
た
時
、
温
泉
で
傷
を
治
す
白

猿
を
見
て
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
。

　
福
地
温
泉
は
山
の
静
寂
に
包
ま

れ
た
秘
湯
的
な
温
泉
地
。
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
が
特
徴
だ
。
平
安
時

代
の
村
上
天
皇
の
入
浴
伝
説
か
ら

「
天
皇
泉
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

日
本
百
名
泉
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
温
泉
街
に
は
朝
市
も
あ
り
、

地
元
の
特
産
品
を
買
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
新
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
心

に
あ
り
、
大
型
ホ
テ
ル
か
ら
和
風

旅
館
、
民
宿
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
が
あ
り
、
飲
食
店
も
多
い
。

奥
飛
騨
名
水
「
た
る
ま
水
」
と
た

る
ま
姫
伝
説
が
残
る
「
縁
結
び
の

地
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　
栃
の
木
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
の

が
栃
尾
温
泉
。
民
宿
が
多
く
、
家

族
的
な
雰
囲
気
と
山
菜
や
川
魚
な

ど
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
お
ふ
く

ろ
の
味
が
人
気
。
清
流
・
蒲
田
川

は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
な
ど
渓
流
魚

の
宝
庫
で
、
釣
り
人
も
多
い
。

　
温
泉
郷
の
最
奥
に
あ
る
の
が
新

穂
高
温
泉
で
、
槍
ヶ
岳
や
穂
高
連

峰
な
ど
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
と

も
な
る
。井
上
靖
の
小
説「
氷
壁
」

の
舞
台
で
有
名
。
人
気
観
光
ス
ポ

ッ
ト
、
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が

あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い

る
湯
巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む

り
達
人
」
が
宿
泊
客
に
好
評
だ
。

豊
富
な
湧
出
量
を
誇
る
奥
飛
騨
の

温
泉
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
も

ら
う
の
が
狙
い
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
（
税

込
み
）
。

軒
の
宿

泊
施
設
で
利
用
で
き

る
。
こ
れ
ら
施
設
の

ほ
か
売
店
な
ど
で
も

販
売
し
て
お
り
、
有

効
期
間
は
発
行
か
ら

１
年
間
。

　
手
形
の
裏
に
３
枚

の
入
浴
シ
ー
ル
が
貼

り
付
け
て
あ
り
、
入

浴
の
際
は
フ
ロ
ン
ト

に
手
形
を
提
示
し
、

シ
ー
ル
を
は
が
し
て

渡
す
。
シ
ー
ル
枚
数

は
施
設
に
よ
っ
て
異

な
る
。
ま
た
、
シ
ー
ル
の
裏
面
に

は
温
泉
郷
の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
マ
ー
ク
が
三
つ
で

る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
「
ラ
ッ
キ
ー
特
典
」

を
つ
け
て
い
る
。

　
温
泉
郷
や
手
形
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協

会
、
☎
０
５
７
８
（
８
９
）
２
６

１
４
。

　
―
―
高
山
の
観
光
客
の
入
り
込

み
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
２
０
１
７
年
は
４
６
２
万
３

千
人
で
、
前
年
比
２
・
５
％
増
。

過
去
最
高
の
入
り
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
外
国
人
の
延
べ
宿

泊
者
数
は

万
３
４
７
９
人
で
、


・
３
％
増
で
し
た
。
ア
ジ
ア
・

中
東
方
面
か
ら
の
旅
行
者
が
約


万
人
で
最
も
多
い
で
す
ね
。

年


月
に
高
山
祭
の
屋
台
行
事
が
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
の
が
増
え
た
要
因
の
一
つ
と

み
ら
れ
ま
す
」

　
「
外
国
人
が
増
え
る
の
は
う
れ

し
い
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
国
内

の
人
に
も
っ
と
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
『
高

山
と
い
う
名
前
は
知
っ
て
い
る

が
、
行
っ
た
こ
と
は
な
い
』
と
い

う
答
え
が
５
割
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
。
若
い
人
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強

い
。
若
者
に
対
す
る
働
き
か
け
が

ま
だ
ま
だ
弱
い
と
感
じ
て
い
ま

す
」

　
―
―
高
山
と
飛
騨
高
山
は
違
う

と
勘
違
い
し
て
い
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
。

　
「
行
政
区
は
高
山
市
で
す
が
、

観
光
面
で
は
飛
騨
高
山
と
い
う
名

称
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま

す
。
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
分

か
り
に
く
い
の
で
す
が
、
行
政
区

の
名
称
を
変
え
る
の
は
容
易
で
は

な
い
。
飛
騨
高
山
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
を
徹
底
し
て
発
信
し
て
い
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
『
高

山
温
泉
』と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
『
飛
騨
高
山
温
泉
』
で
売

っ
て
い
き
ま
す
。
御
社
の
『
温
泉

１
０
０
選
』
で
も
こ
れ
か
ら
は

『
飛
騨
高
山
温
泉
』
と
明
記
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
―
―

年
は
ア
ニ
メ
映
画
「
君

の
名
は
。
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し

た
。
飛
騨
高
山
に
も
影
響
は
あ
り

ま
し
た
か
。

　
「
お
隣
の
飛
騨
市
が
舞
台
の
モ

デ
ル
で
す
が
、
観
光
客
が
１
０
０

万
人
の
大
台
を
超
え
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
飛
騨
市
に
は
宿
泊
施
設

が
少
な
く
、
高
山
に
泊
ま
る
お
客

さ
ま
も
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
恩

恵
を
受
け
ま
し
た
ね
」

　
―
―
会
長
は
常
々
、
飛
騨
高
山

の
観
光
に
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
活

性
化
が
欠
か
せ
な
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　
「
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
広
が
る

奥
飛
騨
温
泉
郷
は
日
本
屈
指
の
山

岳
景
勝
地
に
も
近
く
、
雄
大
な
自

然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、知
名
度
は
い
ま
一
つ
で
、

観
光
素
材
を
活
か
し
切
れ
て
い
ま

せ
ん
。
県
は
先
ご
ろ
、
活
力
あ
る

乗
鞍
・
奥
飛
騨
地
域
を
目
指
し
、

中
部
山
岳
国
立
公
園
活
性
化
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
中
部
山

岳
国
立
公
園
活
性
化
懇
談
会
（
委

員
長
、
涌
井
史
郎
・
県
立
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
）
が
中
心
に

な
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、

私
も
委
員
と
し
て
参
画
し
、
意
見

を
述
べ
ま
し
た
」

　
「
計
画
期
間
は

年
度
か
ら


年
度
の
５
カ
年
で
、
『
誰
で
も
体

験
で
き
る
３
千
㍍
級
の
高
山
帯
、

飛
騨
人
の
も
て
な
し
と
露
天
風
呂

め
ぐ
り
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
飛

騨
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
や
Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
多
く
の
事
業

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
」

　
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
に
つ
い
て
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
今
年
５
月
、
奥
飛
騨

温
泉
郷
の
平
湯
温
泉
で
実
施
し
ま

す
。
歩
き
な
が
ら
温
泉
や
食
を
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
飛
騨
高

山
の
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
し

て
定
着
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
先
ほ

ど
、
若
者
へ
の
訴
求
が
課
題
と
い

い
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
ま
さ
し
く
ピ
ッ

タ
リ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
―
―
高
山
祭
な
ど
高
山
の
歴
史

や
文
化
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
客

は
呼
べ
な
い
？

　
「
年
配
の
方
は
と
も
か
く
、
若

者
に
は
新
し
い
切
り
口
で
の
楽
し

み
方
を
提
案
し
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。
都
会
で
は
味
わ
う

こ
と
が
で
き
な
い
自
然
を
含
め
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
、
飛
騨

高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
着
物
を
着

て
の
ま
ち
歩
き
、
そ
し
て
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
な
ど
。
飛
騨
高
山
に
行

き
た
い
と
思
わ
せ
る
動
機
付
け
が

必
要
で
す
」

　
―
―
協
会
の
機
能
が
ず
い
ぶ
ん

充
実
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ず
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
登
録

法
人
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
に
は

第
３
種
旅
行
業
を
登
録
し
、
５
月

か
ら
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成
、

販
売
を
行
う
予
定
で
い
ま
す
。
認

定
外
国
人
観
光
案
内
所
に
つ
い
て

は
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
を
取
得
。
免
税

手
続
き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
、
佐

川
急
便
と
手
を
組
み
、
外
国
人
旅

行
者
の
手
ぶ
ら
観
光
に
も
一
役
買

い
ま
す
。
ま
た
、
外
貨
両
替
が
で

き
る
機
械
が
市
内
７
カ
所
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
」

　
「
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
２
台

の
カ
メ
ラ
を
使
い
、
高
山
陣
屋
前

と
中
橋
の
風
景
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
発
信
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ス

も
増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

域
通
訳
案
内
士
は

人
を
超
え
、

飛
騨
地
域
の
３
市
１
村
を
カ
バ
ー

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
増
や
し
、
外
国
人
旅
行
者
の

利
便
性
を
高
め
ま
す
」

　
―
―
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
周
辺
も
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　「
駅
舎
が
と
て
も
奇
麗
に
な
り
、

周
辺
の
工
事
も
３
月
末
で
終
わ
り

ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
景
観
も

徐
々
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
着
実
に
進
ん
で
い

ま
す
」

　
飛
騨
高
山
の
貴
重
な
観
光
資
源

の
一
つ
が
奥
飛
騨
温
泉
郷
を
抱
え

る
中
部
山
岳
国
立
公
園
だ
。
岐
阜

県
は
同
公
園
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
の
基
本
方
針
と
し

て
、
昨
年
７
月
に
活
性
化
基
本
構

想
を
策
定
。
今
年
１
月
に
は
構
想

を
具
体
化
す
る
た
め
の
基
本
計
画

を
と
り
ま
と
め
た
。

　
同
公
園
は
新
潟
、
富
山
、
長
野

各
県
と
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
飛
騨

山
脈
を
中
心
と
し
た
約

万
４
千

㌶
の
国
立
公
園
。
岐
阜
の
面
積
は

こ
の
う
ち
の
約
２
万
４
千
㌶
。
乗

鞍
岳
や
穂
高
連
峰
な
ど
わ
が
国
を

代
表
す
る
山
岳
風
景
が
広
が
っ
て

い
る
ほ
か
、
山
麓
に
は
滝
や
森
な

ど
の
優
れ
た
景
勝
地
、
奥
飛
騨
温

泉
郷
が
あ
る
。

　
県
は
、
「
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
あ
る
同
公
園
を
守
り
な
が

ら
、
持
続
的
に
次
の
世
代
へ
引
き

継
ぐ
た
め
に
は
、
国
立
公
園
と
と

も
に
あ
る
地
域
の
活
力
の
維
持
を

図
る
こ
と
が
必
要
」
と
判
断
、
基

本
計
画
を
作
っ
た
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
活
性
化
懇

談
会
（
委
員
長
、
涌
井
史
郎
・
県

立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
）

を
設
け
、
検
討
。
懇
談
会
に
は
飛

騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
の
堀

則
会
長
、
奥
飛
騨
温

泉
郷
観
光
協
会
の
小
瀬
慶
孝
理
事

長
、
飛
騨
乗
鞍
観
光
協
会
の
中
西

伸
一
会
長
ら
が
名
を
連
ね
て
い

る
。

　
計
画
期
間
は

年
度
か
ら

年

度
ま
で
の
５
年
間
。
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
誰
で
も
体
験
で
き
る
３
千
㍍

級
の
高
山
帯
、
飛
騨
人
の
も
て
な

し
と
露
天
風
呂
め
ぐ
り
」
で
、
①

豊
か
な
地
域
資
源
を
「
知
る
」
②

強
み
を
活
か
し
魅
力
・
活
力
を

「
創
る
」
③
乗
鞍
・
奥
飛
騨
ら
し

さ
を
守
り
、
後
世
に
「
伝
え
る
」

―
の
三
つ
を
取
り
組
み
方
針
と
し

て
掲
げ
た
。

　
「
創
る
」
で
は
、
①
乗
鞍
の
大

自
然
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
標
高
２
千

㍍
の
星
空
な
ど
の
特
徴
的
な
自
然

を
生
か
し
た
ツ
ア
ー
の
造
成
②
Ｏ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
③
温
泉
地
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
―
な
ど
を

挙
げ
た
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
奥

飛
騨
温
泉
郷
国
民
保
養

温
泉
地
計
画
（

年
９

月
、
環
境
省
）
に
基
づ

き
、
温
泉
地
ご
と
の
誘

客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

長
期
滞
在
に
向
け
た
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
化
の
推
進
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
と
温
泉
の
融
合
、
温
泉
熱
等

を
利
用
し
た
食
の
開
発
―
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
で
奥
飛
騨
温
泉
郷

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
観
光
客

の
増
加
に
努
め
る
。

　
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
―
―
地
域
に
根
ざ
し
た
食
や

自
然
、
歴
史
な
ど
の
魅
力
に
触
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
旅
の
ス
タ

イ
ル
で
、
欧
米
を
中
心
に
世
界
各

国
に
普
及
し
て
い
る
。
こ
れ
に
日

本
が
誇
る
温
泉
を
プ
ラ
ス
し
た
新

し
い
体
験
型
旅
行
が
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
だ
。

　
２
０
１
６
年
に
は
推
進
機
構
が

設
立
さ
れ
、
い
ま
機
構
は
「
Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」に
力
を
入
れ
て
い
る
。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
５
月

日
、
奥

飛
騨
温
泉
郷
の
平
湯
温
泉
一
帯
で

実
施
さ
れ
る
。

　
平
湯
温
泉
は
中
部
山
岳
国
立
公

園
に
あ
る
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
温

泉
地
（
国
民
保
養
温
泉
地
）
で
、

休
養
、
保
養
、
療
養
を
行
う
湯
治

場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
市
営
ア
カ
ン
ダ

ナ
駐
車
場
が
発
着
地
と
な
り
、
全

長

㌔
を
２
時
間
半
か
ら
３
時
間

半
か
け
て
歩
く
。

　
推
定
樹
齢
千
年
以
上
の
平
湯
大

ネ
ズ
コ
、
日
本
の
滝
百
選
の
平
湯

大
滝
、
豊
か
な
山
野
草
が
咲
き
、

野
鳥
も
多
い
平
湯
自
然
探
勝
路
な

ど
を
歩
く
か
た
わ
ら
、
ト
マ
ト
ジ

ュ
ー
ス
や
地
酒
・
ワ
イ
ン
を
楽
し

み
な
が
ら
、
飛
騨
牛
の
串
焼
き
、

は
ん
た
い
玉
子
、
山
椒
ケ
ー
キ
な

ど
地
元
な
ら
で
は
の
味
が
堪
能
で

き
る
。
終
わ
っ
た
後
は
温
泉
で
ゆ

っ
く
り
。

　
参
加
資
格
は
問
わ
な
い
が
、
小

学
生
以
下
は
保
護
者
の
、
ま
た
歩

行
が
困
難
な
人
は
介
助
者
の
同
伴

が
必
要
だ
。
参
加
費
は
大
人
３
５

０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
５
０
０

円
。

　
募
集
定
員
３
０
０
人
。
申
し
込

み
締
め
切
り
日
は
５
月

日
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
０
５
７
８（
８
９
）

３
０
３
０
。

　　湯巡り手形


